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今
月
の
主
な
内
容

◦
特
集
手
原
駅
開
業

100
周
年

◦
生
き
方
カ
フ
ェ
は
10
周
年
を
迎
え
ま
す

◦
保
育
園
・
幼
稚
園
な
ど
の
入
園
申
込
み

◦
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

◦
馬
の
ま
ち
★
栗
東
コ
ラ
ム

特
集
　
栗
東
の
農
業
を
支
え
る
人
た
ち



こ
の
地
で
、農
業
を
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栗
東
に
は
、
夢
、
や
り
が
い
、

そ
し
て
誇
り
を
持
ち
、
熱
い
思
い
で

農
業
に
取
り
組
む
人
た
ち
が
い
ま
す
。

ネギ農家
猪飼 正道さん（荒張）

　
浅
柄
野
の
自
然
豊
か
な
農
村
地
帯
に
、
猪
飼
農
園

が
あ
り
ま
す
。祖
父
の
代
に
仲
間
と
と
も
に
入
植
後
、

農
地
を
開
墾
し
、
こ
の
地
で
猪
飼
農
園
を
始
め
ま
し

た
。
代
表
の
猪
飼
正
道
さ
ん
（
写
真
右
）
は
、
青
ネ

ギ
の
周
年
栽
培
を
手
掛
け
る
猪
飼
農
園
の
３
代
目
。

農
業
高
校
を
卒
業
し
、
園
芸
専
門
学
校
で
農
業
の

知
識
を
深
め
た
正
道
さ
ん
は
、
一
度
は
会
社
員
と
し

て
就
職
し
た
も
の
の
、
幼
い
頃
か
ら
見
て
き
た
祖
父

や
父
の
背
中
を
追
い
、
11
年
前
に
自
然
と
父
か
ら
農

園
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。

農
業
の
大
先
輩
で
、
良
き
理
解
者
で
も
あ
る
父
の

一
郎
さ
ん
（
写
真
左
）
は
、「
息
子
は
や
り
た
い
こ
と

を
や
っ
て
い
く
だ
け
で
す
」
と
温
か
く
見
守
り
ま
す
。

一
郎
さ
ん
は
、
小
松
菜
や
ほ
う
れ
ん
草
な
ど
他
の

野
菜
も
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、
正
道
さ
ん
は
、
青
ネ

ギ
の
一
本
化
を
決
め
、
猪
飼
ネ
ギ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
確

立
さ
せ
ま
し
た
。

猪飼農園の３代目。３年前に規模を
拡大し、市内外あわせてビニールハウス
50 棟、1.4 ヘクタールもの広大な土地
で青ネギを周年栽培。

猪飼農園

生
ま
れ
育
っ
た
土
地
で
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特 集　栗東の農業を支える人たち

「
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
綺
麗
な
ネ
ギ
を
た
く
さ
ん

の
人
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」。
思
い
切
っ
て
青
ネ
ギ

一
本
化
に
決
め
た
の
は
、
ネ
ギ
の
栽
培
が
、
自
分
に

一
番
合
っ
て
い
た
か
ら
。「
ネ
ギ
が
一
番
う
ま
く
作
れ

た
ん
で
す
。
限
ら
れ
た
人
手
で
も
栽
培
で
き
、
１
年

を
と
お
し
て
、
食
卓
に
届
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
し
た
」

猪
飼
さ
ん
の
ネ
ギ
作
り
は
、
土
づ
く
り
か
ら
こ
だ

わ
っ
て
い
ま
す
。
農
場
の
近
く
に
あ
る
栗
東
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
の
馬
糞
な
ど
を
た
い
肥
に
し
、
土
に

加
え
る
な
ど
、
工
夫
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。「
季

節
に
よ
っ
て
管
理
方
法
も
、肥
料
の
配
合
も
違
い
ま
す
。

夏
場
の
ハ
ウ
ス
内
は
危
険
な
暑
さ
に
な
り
ま
す
が
、
手

間
は
惜
し
み
ま
せ
ん
」
と
語
る
猪
飼
さ
ん
。

太
陽
熱
を
利
用
し
た
土
壌
消
毒
を
取
り
入
れ
る
な

ど
農
薬
に
頼
ら
な
い
栽
培
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
追
肥

や
空
気
調
整
を
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
う
こ
と
が

大
事
で
、
き
め
細
や
か
な
管
理
が
減
農
薬
に
つ
な
が

っ
て
い
く
の
だ
そ
う
。
自
然
の
力
を
最
大
限
に
生
か

し
て
、
ネ
ギ
栽
培
に
真
摯
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

「
ネ
ギ
は
ど
ん
な
料
理
に
も
合
う
オ
ー
ル
マ
イ
テ

ィ
ー
な
野
菜
。
自
分
好
み
の
食
べ
方
で
、
ネ
ギ
本
来

の
味
を
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
」

猪
飼
さ
ん
の
ネ
ギ
は
、
滋
賀
有
機
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
し
て
出
荷
さ
れ
、
県
内
の
生
協
や
ス
ー
パ
ー
で
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
一
生
懸
命
作
っ
て
も
、
ハ
ウ
ス
一
棟
す
べ
て
廃

棄
す
る
時
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
作
り
続
け
る
の

は
、
こ
の
仕
事
が
好
き
だ
か
ら
。『
ネ
ギ
と
い
え
ば
、

猪
飼
ネ
ギ
』
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
今
後
も

ネ
ギ
と
と
も
に
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
存
在
に
な
り
た

い
」
と
語
る
表
情
に
は
、
栗
東
の
明
る
い
農
業
の
未

来
を
感
じ
さ
せ
る
力
強
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

ネ
ギ
で
勝
負
し
よ
う
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　「自然の中で暮らしたい」と農業体験に参加したこ
とがきっかけで就農し、７年前に「まりゆ農園」を
設立。もともとは野菜が中心でしたが、市で栗東い
ちじくの生産者を募集していることを知り、チャレ
ンジ農業塾を経て、昨年より下戸山地先で栗東いち
じくの栽培を始めました。
「果樹栽培は子育てのようなもの。大変ですが、手

間ひまかけた分だけ味に反映されます。わが子のよ
うな果実が育っていく過程を見届けるのが楽しい」
と果樹への思いを語る村田さん。

試行錯誤を重ねながら、肥料づくりはもちろん、
すべての工程をひとりでこなします。
「出荷の際には自信をもって販売できるように、毎

回味を確認しています。安全・安心にこだわり、作
るからにはおいしいものを届けたい」と日々おいし
さを追求しながら栽培されています。

同じように果樹農家を志す女性就業者の仲間がで
き、交流も生まれています。「栗東いちじくを地域ブ
ランドとして広め、栗東に果樹を買いに来てもらい
たいです。女性や若い世代の仲間がもっと増えたら
うれしい」と栗東農業への思いを語られました。

まりゆ農園
果樹農家
村田 かずみさん（下戸山）

昨年から下戸山で「まりゆ農園」を
経営。ビニールハウス栽培の栗東いち
じくのほか、イチゴ、ブドウ、ベビーキ
ウイなどの果樹も栽培。

栗東いちじくを
たくさんの仲間と育てたい

特 集　栗東の農業を支える人たち
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栗東市農業振興基本計画を策定しました

　令和４年３月に本市は農業振興に総合的、
計画的に取り組むための指針となる「栗東市農業振興基本計画」を
新たに策定しました。
　本計画に基づく各種取組みを推進し、将来にわたる持続可能な地
域農業の確立とその健全な発展を通じて、本市農業の目指す将来像
「みんなでとりくみ未来へつなぐ、安心で元気な暮らしを育む栗東の
農業」の実現に取り組みます。

びわ湖放送 
栗東市広報番組

「うますぎる栗東」
～栗東の特産品！栗東いちじく～

放送日時  
９月３日㈯

18 時10 分～18 時15 分
９月下旬よりYoutube「りっとう
チャンネル」で視聴できます！

第二の人生を農業で生きる
　定年後は農業をしてみたいと、自身のライフプランに農業を選択した人たち。
毎日太陽の下で汗を流し、生き生きと農作物を育てている地域の人たちによって、栗東の農業は支えられています。

地域の担い手として
米農家 松村 勉さん（出庭）

　定年後に就農して14年。最初は栗
東いちじくから始めました。地域の
人から田畑の管理を任され、米や麦、
大豆、野菜、果樹などさまざまな農
作物をコツコツと作っているうちに、
いつのまにか地域のリーダー的存在
になっていました。

自分が栽培した滋賀県環境こだわ
り認証を受けた特別栽培米コシヒカ
リが学校給食に使用され、子どもた
ちに「おいしい」と言ってもらえる
ことが嬉しく、元気の源となってい
ます。

子どもたちに安全・安心な野菜を
栗東市農業振興会 会長 清水 隆雄さん（下鈎）

　７年前の定年退職を機に、もともと環境問題や健康に関心
があったこともあり、農業を始めました。「将来を担う子ども
たちに、安全・安心な地元野菜を提供したい」と農薬の使用
を出来るだけ抑え、学校給食に野菜を提供しています。

本市でも農地の減少、農業就業者の高齢化が進んでいます。
地元野菜が作りやすい環境づくりを推進し、地域農業に貢献
していきたいです。これからも、子どもたちのために、食と
農を未来につなげていきたいです。

特別栽培米を作る田んぼで笑顔の松村さん

妻の幸子さんと夫婦で農業に取り組む

問農林課 農政係　
　☎ 551-0124 ＦＡＸ 551-0148

特 集　栗東の農業を支える人たち
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日
本
で
鉄
道
が
走
り
始
め
た
の

は
、
今
か
ら
150
年
前
の
明
治
5
年

（
1
8
7
2
）。
そ
の
後
、
鉄
道
網
は
広

が
り
続
け
、
人
々
の
生
活
に
欠
か
す
こ

と
が
で
き
な
い
乗
り
物
と
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　
そ
れ
以
前
、
江
戸
時
代
ま
で
は
、
歩

く
こ
と
が
主
な
交
通
手
段
で
し
た
。
江
戸

と
各
地
を
結
ぶ
„
五
街
道
＂
を
は
じ
め
、

全
国
に
広
が
る
道
を
多
く
の
旅
人
が
行

き
来
し
た
の
で
す
。
江
戸
時
代
の
近
江

（
滋
賀
県
）
は
、
東
海
道
と
中
山
道
の
2

つ
の
街
道
が
通
り
、
豊
か
な
街
道
文
化

が
花
開
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
鉄
道
が
走
り
始
め
て
か
ら
十

数
年
が
経
っ
た
明
治
22
年（
1
8
8
9
）、

栗
東
の
人
々
も
、
つ
い
に
鉄
道
を
目
の

当
た
り
に
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
官

設
鉄
道
の
東
海
道
線
（
現
在
の
J
R

東
海
道
線
）
と
、
民
間
の
鉄
道
会
社
で

あ
る
関
西
鉄
道
（
現
在
の
J
R
草
津

線
）
の
開
業
で
す
。
こ
の
内
、
関
西
鉄

道
は
、
明
治
22
年
（
1
8
8
9
）
12
月

鉄
道
の
イ
ン
パ
ク
ト

に
草
津
・
三
雲
間
で
開
通
し
、
翌
明
治

23
年
（
1
8
9
0
）
に
柘
植
ま
で
の
全

線
が
開
通
し
て
い
ま
す
。

栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
で
は
、
も

と
も
と
の
図
面
に
鉄
道
の
線
路
部
分
が

貼
り
付
け
ら
れ
た
明
治
20
年
代
の
地
籍

図
を
収
蔵
し
て
い
ま
す
。（
写
真・左
１
）

鉄
道
の
開
業
が
、
地
域
の
景
観
に
変
化

を
も
た
ら
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
初
め

て
鉄
道
に
接
し
た
当
時
の
人
々
の
驚
き

を
伝
え
て
く
れ
る
よ
う
で
す
。

現
在
で
は
11
の
駅
が
あ
る
J
R
草

津
線
で
す
が
、
当
初
は
、
草
津・石
部・

三
雲
・
深
川
（
現
在
の
甲
南
）・
柘
植

の
5
駅
し
か
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

旧東海道 和中散本舗 大⻆家住宅

栗
東
に
花
開
い
た
街
道
文
化

祝 ! 手原駅祝 ! 手原駅

JR 草津線の手原駅（手原）は、本市の玄
関口になっています。手原駅が開業したのは、
大正11年（1922）11月 5日。今年で開業
100周年を迎えます。

開業100周年
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大
正
時
代
に
な
る
と
、
既
に
国
有

化
さ
れ
て
い
た
草
津
線
へ
の
新
た
な
駅

の
設
置
を
求
め
る
機
運
が
高
ま
り
を
見

せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
大
正
８
年

（
1
9
1
9
）、
葉
山
村
手
原
の
人
々
が
中

心
と
な
っ
て
結
成
し
た
手
原
駅
創
設
期

成
会
が
、
葉
山
村
議
会
に
新
た
な
駅
の

設
置
の
企
画
を
提
出
し
ま
し
た
。
葉
山

村
議
会
で
は
こ
れ
を
可
決
し
、
翌
大
正

9
年
（
1
9
2
0
）
に
は
、治
田・金
勝・

手
原
に
駅
を
！

1. 手原村全図（明治20年代）　2. 4か村村長の連名
3.大正11年 11月 5日、開業当日の手原駅 1　

葉
山
・
大
宝
の
4
つ
の
村
の
村
長
の
連

名
に
よ
り
、
神
戸
鉄
道
局
へ
新
た
な
駅

の
設
置
の
請
願
を
行
っ
て
い
ま
す
。

手
原
駅
創
設
期
成
会
で
は
、
神
戸

鉄
道
局
よ
り
示
さ
れ
た
用
地
の
確
保
や

建
築
費
の
寄
付
、
新
道
路
の
敷
設
な

ど
、
新
た
な
駅
の
設
置
の
た
め
の
条
件

を
ク
リ
ア
す
る
た
め
、
精
力
的
に
環
境

整
備
を
進
め
ま
し
た
。
そ
の
メ
ン
バ
ー

の
1
人
が
、
手
原
に
生
ま
れ
た
郷
土

史
家
・
里
内
勝
治
郎
（
1
8
7
7
～

1
9
5
6
）
で
、
彼
が
遺
し
た
郷
土
資

料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
『
里
内
文
庫
資
料
』

（
滋
賀
県
指
定
有
形
文
化
財
）
に
は
、

手
原
駅
の
設
置
に
関
わ
る
資
料
も
多
く

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
地
元
の
人
々
の
情

し
た
。
こ
の
た
め
、
栗
東
の
人
々
が
鉄

道
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
草
津
駅
か

石
部
駅
か
ら
乗
車
す
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。
明
治
45
年
（
1
9
1
2
）
に
は

東
海
道
線
の
守
山
駅
が
開
業
し
ま
し
た

が
、
栗
東
に
は
駅
が
な
い
状
態
が
続
い

て
い
た
の
で
す
。

た
だ
し
、
関
西
鉄
道
が
全
線
開
通

し
た
明
治
23
年
（
1
8
9
0
）
の
3
月

に
は
、
草
津
駅
と
石
部
駅
の
中
間
に
あ

る
新
善
光
寺
（
林
）
の
縁
日
に
あ
わ
せ

て
臨
時
の
停
車
場
が
設
け
ら
れ
、
多
く

の
参
詣
人
で
に
ぎ
わ
う
な
ど
、
栗
東
の

人
々
に
も
、
鉄
道
の
力
を
身
近
に
感
じ

る
機
会
は
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

熱
的
な
活
動
の
甲
斐
も
あ
っ
て
、
大
正

11
年
（
1
9
2
2
）
4
月
に
着
工
し
た

手
原
駅
は
、同
年
11
月
5
日
に
開
業
し
、

盛
大
な
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の

は
、
手
原
駅
の
開
業
は
、
の
ち
の
昭
和

23
年
（
1
9
4
8
）
に
組
合
立
の
栗

東
中
学
校
を
開
校
さ
せ
、
昭
和
29
年

（
1
9
5
4
）
に
は
合
併
し
て
栗
東
町

と
な
る
治
田
・
金
勝
・
葉
山
・
大
宝
の

4
つ
の
村
が
、
協
力
し
て
成
し
遂
げ

た
一
大
事
業
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
手
原
駅
の
開
業
は
、
現
在
ま
で
続

く
栗
東
と
い
う
ま
ち
の
あ
ゆ
み
の
第
一

歩
だ
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

2　

3
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手
原
駅
で
は
、平
成
24
年（
2
0
1
2
）

に
観
光
案
内
所
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

観
光
客
を
出
迎
え
る
玄
関
口
と
し
て
、

観
光
に
関
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
特

産
品
や
土
産
品
も
そ
ろ
え
、
栗
東
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
す
る
拠

点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

観
光
案
内
所
を
運
営
す
る
観
光
協

会
で
は
、
か
つ
て
栗
東
の
地
に
置
か
れ

た
立
場
に
ち
な
ん
だ
「
た
て
ば
珈
琲
」

を
販
売
し
、
観
光
客
の
み
な
ら
ず
、
手

原
駅
を
利
用
す
る
人
が
気
軽
に
立
ち
寄

れ
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
手
原
と
い
う
地
名
の
由
来
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。
手
原
の
地
名
は
古
く
は

「
手て

は
ら
み
む
ら

孕
村
」
と
書
か
れ
、
女
性
の
腹
に

手
を
置
い
て
い
た
ら
赤
ん
坊
が
産
ま
れ

た
、
あ
る
い
は
女
性
が
手
を
産
ん
だ
と

い
う
少
し
奇
妙
な
伝
説（「
手
孕
伝
説
」）

が
そ
の
由
来
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

手
原
の
地
名
と
手
孕
伝
説
は
、
街

道
が
発
達
し
た
江
戸
時
代
に
は
全
国
に

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
名
所
図
会
な

ど
の
出
版
物
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、人
形
浄
瑠
璃
の
「
源
平
布
引
滝
」

の
題
材
と
し
て
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
手

孕
伝
説
は
、
歌
舞
伎
で
も
上
演
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
古
典
楽
劇
の
世
界
で
も

有
名
な
存
在
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

平
成
16
年
（
2
0
0
4
）
に
実
施

さ
れ
た
手
原
駅
の
改
築
工
事
で
は
、
駅

の
デ
ザ
イ
ン
が
公
募
さ
れ
、
地
元
の
人

の
発
案
に
よ
り
、「
源
平
布
引
滝
」
で

手
孕
伝
説
の
舞
台
と
な
る
入
母
屋
造
り

の
民
家
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
外
観
が
採
用

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
駅
前
に
は
手
孕

伝
説
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
も
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
、

街
道
を
通
じ
て
全
国
に
知
ら
れ
、
古
典

手原駅開業 100 周年記念展
『街道から鉄道へ』

手原駅が開業した時代を振り返り、
手原駅の開業がその後のまちに与えた
影響についても紹介します。
日時　9月 17日㈯～ 11月 6日㈰
※詳細は、お知らせ版 12 ページをご

覧ください

栗
東
の
玄
関
口
・
情
報
発
信
拠
点

源げ
ん
ぺ
い
ぬ
の
び
き
の
た
き
え
か
ん
ば
ん

平
布
引
滝
絵
看
板
（
館
蔵
『
里
内
文
庫
資
料
』
№
357
‐
3
）

日時　9月 19日㈷　10:00 ～ 15:00
※荒天候の場合は 9月 24日㈯

主催　（公社）栗東青年会議所
共催　（一社）栗東市観光協会、手原繁栄会、　
　手原ＳＬ同好会、手原自治会
問 (公社 ) 栗東青年会議所 ☎ 553-1250

楽
劇
の
世
界
で
親
し
ま
れ
た
手
孕
伝
説

は
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
よ
み
が

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

栗東歴史民俗博物館

栗東観光案内所

問
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館

☎
５
５
４・２
７
３
３

ＦＡＸ
５
５
４・２
７
５
５

手
孕
伝
説
と
手
原
駅
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生き方カフェとは
　「大切な人や自分の最期を考え『生き方
を見つめる』集い」をテーマに、意思表
示できなくなった時や人生の最終段階と
なった場合の治療・介護が自身の思いに
沿ったものとなるよう、元気なうちから
自分自身の健康な過ごし方、生き方（逝
き方）を考える機会になればという思い
で、毎年開催しています。

　今年は、「在宅療養」をテーマに開催します。新型コロナウ
イルス感染拡大防止のため、各地の病院で、終末期の患者で
あってもやむを得ず、面会制限の動きが広がっています。

そのような中、限られた最期の時間を家族や大切な人と過ご
したいという思いから在宅療養を選ばれる人が増えています。
自分がどのように生きたいかを考えるきっかけにしませんか？

内容
◦最近の地域事情( 地域ささえあい推進員)
◦在宅療養まるわかり～退院後の生活

を支える仕組み～ ( 地域包括支援セ
ンター）

◦在宅療養の現場から（栗東市内訪問
看護ステーション）

時間　13:30～ 15:30（受付13:00～）
対象　市内在住・在勤の人
参加費　無料
申込み　9月 1日㈭から下記へ
※申込先着順

令和４年度
生き方カフェ

生き方カフェは 10 周年を迎えます
～ 大切な人や自分の最期を考え『生き方を見つめる』集い ～

日　程 場　所 定 員 主　催
第 40 回 10月４日㈫ なごやかセンター 30人 栗東地域包括支

援センター
第 41 回 10月 13日㈭ コミュニティ

センター葉山 30人 葉山地域包括支
援センター

第 42 回 10月 17日㈪ ゆうあいの家 25人 栗東西地域包括
支援センター

※内容は、すべて同じです。申込みはいずれか 1 か所のみ。
必ず事前申込みが必要です。事前申込みなく来所された場
合、定員を満たしていれば参加できません

生き方カフェのはじまり
「まだまだ病院で最期を迎える人が多い中、今の医療や福

祉のことを知り、治療・介護を自分で選択し、自分らしい
人生を送ることができるようにしたい」という熱い思いか
ら、当時の介護者の会 会長が、地域包括支援センターに開
催を働きかけました。こうして、平成25年より、在宅療養
看取り啓発事業として市民と市の共催事業「生き方カフェ」
が始まりました。それ以降毎年開催しており、今年で 10 周
年を迎えます。
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市
立
保
育
園・市
立
幼
児
園（
保
育
園
籍
）・

法
人
立
認
定
こ
ど
も
園
（
保
育
園
籍
）・

法
人
立
保
育
園
・
小
規
模
保
育
施
設
・

家
庭
的
保
育
施
設

保
育
園

対
象
者

入
所
希
望
月
の
初
日
に
、
本
市
に
在
住

し
、
住
民
登
録
が
あ
る
人

入
園
基
準
（
保
育
の
必
要
性
）

入
園
希
望
月
に
保
護
者
や
同
居
の
親
族
な

ど
全
員
が
次
の
①
～
⑨
の
い
ず
れ
か
の
事
由

に
該
当
し
、
保
育
が
必
要
な
子
ど
も
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
保
育
の
必
要
性
に
つ

い
て
は
市
が
認
定
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
入
園
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

就労時間 保育必要量の
認定 保育時間

1か月あたり
64時間以上
120時間未満

保育短時間 1日あたり
最長 8時間

1か月あたり
120時間以上 保育標準時間 1日あたり

最長11時間

◦保育短時間認定、保育標準時間認定にかかる保育
時間は、園ごとに設定されます。

◦就労時間は目安で、通勤時間も考慮して認定します。
（入園調整の基準と支給認定の基準は異なります）

園名 区分 電話番号 入園対象年齢
金勝第 1幼児園 (保育園籍 )

市立
保育園
・

幼児園

558-0250

満６か月～５歳児

金勝第 2保育園 558-0068
葉山幼児園 (保育園籍 ) 552-0079
葉山東幼児園 (保育園籍 ) 553-9102
治田保育園 552-1079
治田東幼児園 (保育園籍 ) 554-0054
治田西幼児園 (保育園籍 ) 553-4651
大宝西保育園 553-6990
大宝カナリヤ保育園（保育園籍）
※令和５年４月よりこども園に移行予定

法人立
こども園 552-2088 満３か月～５歳児

こだま保育園

法人立
保育園

554-5262

満３か月～５歳児グランマの家保育園 554-1744
こだまふれんど保育園 554-3239
治田西カナリヤ第三保育園 553-3907
こだま乳児保育園 554-0581 満３か月～２歳児
栗東くじら保育園 554-9455
HOPPA栗東下鈎 598-0124
ももか保育園 598-6254 満６か月～５歳児
しもまがりゆずのき保育園 598-6930 満３か月～５歳児
なないろ保育園

小規模
保育施設

599-3200 満６か月～２歳児
栗東くじら小規模保育園 598-0781

満３か月～２歳児HOPPA栗東駅前園 574-8727
治田くじら小規模保育園 554-8655
ぱれっと園～たかの～ 584-4989
ぱれっと園～おがき～ 599-1480

満６か月～２歳児ニチイキッズ栗東中沢保育園 598-1351

家庭的保育の家「ふわり」 家庭的
保育施設 080-3529-1027

令
和
５
年
４
月
か
ら
の

保
育
園
・
幼
稚
園
な
ど
の
入
園
に
つ
い
て

①
保
護
者
が
就
労
に
よ
り
保
育
で
き
な
い

（
４
時
間
／
日
以
上
か
つ
16
日
／
月
以
上
）

②
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
間
が
な
い

③
病
気
ま
た
は
心
身
に
障
が
い
が
あ
る

④
同
居
ま
た
は
長
期
入
院
な
ど
し
て
い
る
親

族
を
常
時
介
護
・
看
護
し
て
い
る

⑤
災
害
復
旧
な
ど
に
当
た
っ
て
い
る

⑥
求
職
活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る

⑦
就
学
し
て
い
る

⑧
育
児
休
業
取
得
時
に
、
既
に
保
育
を
利
用

し
て
い
る
子
ど
も
が
い
て
継
続
利
用
が
必

要
で
あ
る
（
出
産
後
１
年
ま
で
）

⑨
市
長
が
認
め
る
①
～
⑧
に
類
す
る
状
態
に
あ
る

保
育
の
必
要
量
に
応
じ
た
区
分
（
保
育
を
受

け
ら
れ
る
時
間
）

　
保
育
時
間
は
、
就
労
時
間
な
ど
の
保
育
の

必
要
量
に
応
じ
て
、「
保
育
短
時
間
」
利
用

と
「
保
育
標
準
時
間
」
利
用
に
区
分
さ
れ
、

市
が
認
定
を
行
い
ま
す
。

利
用
者
負
担
額(

保
育
料)

保
育
園
の
令
和
５
年
４
月
か
ら
８
月
ま

で
の
利
用
者
負
担
額
は
、
子
ど
も
の
各
扶

養
義
務
者
の
令
和
４
年
度
の
市
町
村
民
税

額
の
合
計
額
に
よ
り
算
定
し
、
令
和
５
年

９
月
か
ら
令
和
６
年
８
月
ま
で
の
利
用
者

負
担
額
は
、
子
ど
も
の
各
扶
養
義
務
者
の

令
和
５
年
度
の
市
町
村
民
税
額
の
合
計
額

に
よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。
保
育
園
お
よ
び

幼
稚
園
の
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
の
利
用
者

負
担
額
は
無
償
で
す
。
詳
し
く
は
、
申
込

書
類
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
市
立
保
育
園
、市
立
幼
児
園
（
保
育
園
籍
）、

法
人
立
認
定
こ
ど
も
園
（
保
育
園
籍
）、

法
人
立
保
育
園
、
小
規
模
保
育
施
設
、

家
庭
的
保
育
施
設
の
利
用
者
負
担
額

は
、
い
ず
れ
の
施
設
に
入
園
し
て
も
同

額
で
す

※
保
育
短
時
間
認
定
の
利
用
者
負
担
額

は
、
保
育
標
準
時
間
認
定
の
利
用
者
負

担
額
の
４
分
の
３
の
額
で
す

※
別
途
、食
材
料
費
（
主
食
費・副
食
費
）、

教
材
費
な
ど
の
実
費
負
担
が
生
じ
ま
す

満３か月～５歳児
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幼
稚
園

保
育
園
・
幼
稚
園

市
立
幼
稚
園・市
立
幼
児
園
（
幼
稚
園
籍
）

法
人
立
認
定
こ
ど
も
園
（
幼
稚
園
籍
）

対
象
年
齢　
満
３
歳
児
～
５
歳
児

対
象
者　
申
込
書
提
出
時
に
、
本
市
に
在

住
し
、
住
民
登
録
が
あ
る
人

申
込
み
受
付

原
則
と
し
て
申
込
み
が
で
き
る
の
は
、

居
住
す
る
通
園
区
域
の
幼
稚
園
・
幼
児
園

（
幼
稚
園
籍
）
で
す
。

就
学
を
控
え
た
４・
５
歳
児
の
入
園
を

優
先
す
る
た
め
、
３・４・５
歳
児
の
入
園

申
込
み
を
10
月
に
一
斉
に
受
け
付
け
た

後
、
ま
ず
４・
５
歳
児
の
ク
ラ
ス
数
を
決

定
し
ま
す
。

そ
の
後
、
状
況
に
応
じ
て
３
歳
児
の
受

け
入
れ
を
行
い
ま
す
が
、
申
込
み
人
数
が

受
け
入
れ
数
を
超
え
た
園
へ
の
入
園
に
つ

い
て
は
、
そ
の
園
に
申
込
み
を
さ
れ
た
当

該
通
園
区
域
内
の
３
歳
児
を
対
象
に
抽
選

を
行
い
ま
す
。
抽
選
が
な
い
場
合
は
、
通

知
し
ま
せ
ん
。

対
象
年
齢　
満
３
歳
児
～
５
歳
児

対
象
者　
申
込
書
提
出
時
に
、
本
市
に
在
住

し
、
住
民
登
録
が
あ
る
人

定
員　
３・４・５
歳
児 

各
学
年 

５
人

申
込
み
受
付

申
込
み
人
数
が
受
け
入
れ

可
能
人
数
を
超
え
た
場
合

は
、
抽
選
を
行
い
ま
す
。
抽

選
と
な
っ
た
場
合
は
、
11
月

上
旬
に
郵
送
で
通
知
し
ま

す
。
抽
選
が
な
い
場
合
は
、

通
知
し
ま
せ
ん
。

園名 区分 電話番号
金勝第 1幼児園
(幼稚園籍 )

市立
幼稚園
・

幼児園

558-0250

葉山幼児園
(幼稚園籍 ) 552-0079

葉山東幼児園
(幼稚園籍 ) 553-9102

治田幼稚園 552-2756
治田東幼児園
(幼稚園籍 ) 554-0054

治田西幼児園
(幼稚園籍 ) 553-4641

大宝幼稚園 552-1698
大宝西幼稚園 553-3788

園名 区分 電話番号
大宝カナリヤ

保育園
（幼稚園籍）

法人立
こども園 552-2088

対象園 申込書交付日 受付日 受付時間 場所

市立幼稚園
市立幼児園（幼稚園籍）
法人立認定こども園（幼稚園籍）

9月12日㈪
～

9月16日㈮

※申込書は９月以降、
ホームページから
も入手できます

10月３日㈪
～

10月７日㈮
8時30分

～
17時15分

市立幼稚園
市立幼児園
法人立認定こども園
市役所幼児保育課

市立保育園
市立幼児園（保育園籍）
法人立認定こども園（保育園籍）
法人立保育園
小規模保育施設
家庭的保育施設

10月17日㈪
～

10月21日㈮

市立保育園
市立幼児園
法人立認定こども園
法人立保育園
市役所幼児保育課

◦
小
規
模
保
育
施
設
、
家
庭
的
保
育
施
設
で

の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。（
市
役
所
幼
児

保
育
課
で
受
付
）

◦
保
育
の
必
要
性
に
応
じ
て
入
園
申
込
み
の

判
断
を
す
る
こ
と
か
ら
、
同
一
世
帯
か
ら

保
育
園
と
幼
稚
園
と
の
両
方
に
申
し
込
む

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

◦
現
在
（
令
和
４
年
度
中
）、
保
育
園
・
幼
稚

園
に
在
園
し
て
い
る
園
児
も
、
令
和
４
年

度
の
途
中
入
園
希
望
で
入
園
を
待
っ
て
い

る
人
も
、
申
込
み
が
必
要
で
す
。

◦
入
園
基
準
に
該
当
し
な
い
場
合
や
、
受
け

入
れ
可
能
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、
入
園

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
幼
児
保
育
課
（
入
園
に
関
す
る
こ
と
）

☎
５
５
１・０
４
２
４

ＦＡＸ
５
５
１・０
１
４
９　

問
幼
児
施
設
課
（
認
定
こ
ど
も
園
化
に
関

す
る
こ
と
）

　
☎
５
５
１・０
２
5
０

ＦＡＸ
５
５
１・０
１
４
９

令
和
６
年
４
月
か
ら
の
入
園
申
込
み

令
和
５
年
度
在
園
児
は
、
現
況
届
な
ど
の

提
出
に
よ
り
保
育
の
必
要
性
が
確
認
で
き
た

場
合
、
令
和
６
年
度
も
原
則
引
き
続
き
利
用

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
手
続
な
ど
に
つ
い
て

は
、令
和
５
年
10
月
ま
で
に
公
開
予
定
で
す
。

近
年
の
全
国
的
な
傾
向
と
同
様
、
本

市
で
も
、
低
年
齢
児
か
ら
の
保
育
ニ
ー
ズ

は
増
加
す
る
一
方
で
、
幼
稚
園
入
園
ニ
ー

ズ
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
将

来
的
に
は
、
保
育
園
に
お
い
て
も
供
給
過

剰
と
な
る
地
域
の
発
生
や
、
就
学
前
人
口

の
減
少
に
よ
り
小
規
模
園
化
が
進
む
と
い

っ
た
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の
就
学
前

教
育
・
保
育
施
設
の
在
り
方
を
検
討
す
る

中
で
、
安
全
・
安
心
な
子
育
ち
・
子
育
て

環
境
を
整
え
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支

援
の
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し
、
公
立
園

の
認
定
こ
ど
も
園
化
な
ど
を
進
め
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
よ
り
金
勝
第
１
幼
児
園
と

大
宝
幼
稚
園
を
モ
デ
ル
園
と
し
て
、
そ
の

他
の
公
立
園
で
も
段
階
的
に
認
定
こ
ど
も

園
へ
の
移
行
を
進
め
ま
す
。

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
園
申
込
書
の
交
付
・
受
付

認
定
こ
ど
も
園
化



令和４年 10月１日からの新しい保険証（クリーム色）は ９月中に簡易書留郵便で送付します。
◦現在１割負担の人のうち、一定以上の所得のある人（被保険者）は、医療費の窓口負担割合が令和４年10月

１日から２割になります。住民税非課税世帯の人は、変わらず１割負担となります。
◦令和３年中の所得をもとに、令和４年９月頃から、10月以降の負担割合の判定が可能になります。
　10月からの負担割合は、９月中に届く保険証券面でご確認ください。
◦「限度額適用・標準負担額減額認定証」、「限度額適用認定証」については、有効期限が

令和５年７月 31日のものを 7月に送付しています。

問保険年金課 高齢者医療係　☎ 551-0361 ＦＡＸ 553-0250
滋賀県後期高齢者医療広域連合　☎ 522-3013 ＦＡＸ 522-3023
厚生労働省コールセンター ( 制度改正の見直しの背景などに
関する質問など )　☎ 0120-002-719

後期高齢者医療の保険証が新しくなります

■ 窓口負担割合は主に以下の流れで判定します

■ 配慮措置が適用される場合の計算方法

注1  課税所得145万円以上で、
医療費の窓口負担割合が３割の
人。

注2　「課税所得」とは、住民税納
税通知書の「課税標準」の額です。
課税標準の額は、前年の収入か
ら、給与所得控除や公的年金等
控除等、所得控除（基礎控除や
社会保険料控除等）等を差し引
いた後の金額です。

注3　「年金収入」には遺族年金や
障害年金は含みません。

注４　「その他の合計所得金額」と
は、事業収入や給与収入等から、
必要経費や給与所得控除等を差
し引いた後の金額のことです。

例  1か月の外来の医療費全体の額が50,000円 (1割負担5,000円 )
　  の場合

現役並み所得者 注 1 に該当するか

世帯内 75 歳以上の人のうち
課税所得 注 2 が 28 万円以上の人がいる

世帯に 75 歳以上の人が 2 人以上いる

いない

該当する

1 人だけ

200 万円
未満

200 万円
以上

320 万円
未満

320 万円
以上

いる

該当しない

2 人以上

「年金収入注 3 +
その他の合計所得金額注 4」

が 200 万円以上か

世帯全員が
３割

世帯全員が
１割

世帯全員が
１割

世帯全員が
２割１割 ２割

「年金収入注 3 +
その他の合計所得金額注 4」
の合計が 320 万円以上か

払戻額　2,000 円
※１割負担額 +3,000 円を

超えた額が払い戻されます

■ 窓口負担割合が２割となる人には
　 負担を抑える配慮措置があります

◦令和４年 10 月１日から３年間（令和７年
９月 30 日まで）は、２割負担となる人に
ついて、外来医療の負担増加額の上限が１
か月あたり最大 3,000 円までとなります。

（入院の医療費は対象外）
◦配慮措置の適用で払い戻しとなる場合、高

額療養費として、事前に登録されている高
額療養費の口座へ後日払い戻しします。

◦２割負担となる人で高額療養費の口座が登
録されていない人には、９月下旬頃に滋賀
県後期高齢者医療広域連合から申請書が送
付されます。

１割負担 ２割負担 配慮措置後

5,000
円

10,000
円

後期高齢者医療制度のお知らせ

3,000 円

8,000
円
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問
環
境
政
策
課 

環
境
政
策
係

☎
５
５
１・０
３
３
6

ＦＡＸ
５
５
４・１
１
２
３

野
焼
き
（
野
外
焼
却
）
に
よ
る

煙
や
悪
臭
が
周
辺
住
民
の
迷
惑
と

な
っ
て
お
り
、
多
く
の
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

野
焼
き
は
「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
原
則
、

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
健
康
被
害

を
も
た
ら
す
ほ
か
、
火
災
の
原
因

と
な
る
危
険
性
が
あ
る
の
で
絶
対

に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
焼
畑
な
ど
の
農
業
を
営

む
た
め
に
や
む
を
得
な
い
焼
却
な

ど
、
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

る
事
例
も
あ
り
ま
す
が
、
生
活
環

境
を
阻
害
す
る
場
合
や
危
険
な
場

合
は
行
政
指
導
の
対
象
と
な
り
、

焼
却
を
中
止
し
て
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

刈
り
取
っ
た
草
や
剪
定
し
た
枝

を
含
め
、
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は

正
し
く
分
別
し
、
適
正
に
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。

野焼きはやめましょう

問
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課 

文
化

財
保
護
係

☎
５
５
１・０
１
３
1

ＦＡＸ
５
5
２・５
5
４
４

令
和
２
年
度
か
ら
２
年
間
に
わ

た
り
作
成
に
取
り
組
ん
だ
「
栗
東

市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
」

が
、
７
月
22
日
に
文
化
庁
の
認
定

を
受
け
ま
し
た
。 

こ
の
計
画
で
は
、
栗
東
の
文
化

財
保
護
の
課
題
を
整
理
し
、
今
後

８
年
間
の
計
画
期
間
に
お
け
る
、

調
査
、
保
存
・
継
承
、
活
用
と
人

づ
く
り
の
方
針
と
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
を
記
載
し
ま
し
た
。

栗
東
の
豊
か
な
歴
史
文
化
を
舞

台
と
し
て
、
継
続
的
・
発
展
的
な

文
化
財
（
歴
史
文
化
要
素
）
の
保

存
と
活
用
に
つ
な
げ
、
地
域
に
愛

着
や
誇
り
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
、

魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。

文化財保存活用地域計画が認定されました

栗東市文化財
保存活用地域計画

内、企業からの登録４か所

本
登
録
制
度
は
、
井
戸
所
有
者
か

ら
協
力
者
を
募
り
、
利
用
で
き
る
井

戸
と
し
て
登
録
・
周
知
す
る
こ
と
に

よ
り
、
災
害
時
に
近
隣
住
民
が
ト
イ

レ
、
掃
除
な
ど
の
生
活
用
水
の
一
部

と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
、

地
域
の
助
け
合
い
（
共
助
）
を
後
押

し
す
る
制
度
で
す
。

近
年
登
録
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
家
庭
に
あ
る
井
戸
や
企
業

が
所
有
す
る
井
戸
の
登
録
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

非
常
災
害
用
井
戸
の
登
録
状
況

　
　

  （
令
和
４
年
７
月
１
日
現
在
）

非常災害用井戸の登録制度
学　区 登録数
金　勝 16
葉　山 10
葉山東 １
治　田 ３
治田東 １
治田西 １
大　宝 ３
大宝東 ２
大宝西 ９

計 46

問
上
下
水
道
課 
浄
水
係

☎
５
５
１・０
１
３
４

ＦＡＸ
５
５
４・３
８
６
６

災害協定を締結（７月 27 日）
スターライト工業㈱と「災害時における災害

対応の協力に関する協定書」を締結しました。災
害時の物資などの応急対策が必要な場合に、災
害対応の協力を要請することができます。

包括連携協定を締結（８月５日）
大塚製薬㈱と本市の健康増進に関する包括連携協定を締

結しました。令和６年度から始める「第３次健康りっと
う 21」の推進に向け、市と協働で、市民の皆さんの健
康増進にかかる事業に取り組んでいきます。

新たな協定を締結しました
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市
長
か
ら
のメ

ッ
セ
ー
ジ

国
で
は
従
来
株
と
比
べ
て
潜
伏
期
間
と
発
症
間
隔
が
短

い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
特
徴
を
踏
ま
え
、
濃
厚
接
触
者
の
待

機
期
間
を
７
日
間
か
ら
５
日
間
に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
該
感
染
者
の
発
症
日（
当
該
感
染
者
が
無
症
状（
無

症
状
病
原
体
保
有
者
）
の
場
合
は
検
体
採
取
日
）
ま
た

は
当
該
感
染
者
の
発
症
な
ど
に
よ
り
住
居
内
で
感
染
対

策
を
講
じ
た
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
方
を
０
日
目
と
し

て
、
５
日
間
（
６
日
目
解
除
）
と
さ
れ
、
２
日
目
と
３

日
目
の
抗
原
定
性
検
査
キ
ッ
ト
を
用
い
た
検
査
で
陰
性

を
確
認
し
た
場
合
は
、
社
会
機
能
維
持
者
で
あ
る
か
否

か
に
関
わ
ら
ず
、
３
日
目
か
ら
解
除
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
、
滋
賀
県

内
や
本
市
で
も
新
規
感
染
者
数
が
日
々
最
多
を
更
新
す

る
な
ど
第
７
波
に
あ
る
中
で
、
全
世
代
で
増
加
し
て
お

り
、
特
に
10
歳
代
お
よ
び
10
歳
未
満
の
増
加
が
顕
著
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

３
回
目
の
接
種
率
に
つ
い
て
は
、
若
い
世
代
ほ
ど
低
く

な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
３
回

目
接
種
が
ま
だ
の
人
は
接
種
の
検
討
と
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
は
改
め
て
基
本
的
な
感
染
対
策
の
手
洗
い
、
状
況

や
場
面
に
応
じ
た
マ
ス
ク
の
着
用
、
う
つ
ら
な
い
、
う

つ
さ
な
い
行
動
を
実
践
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
へ

■予約や接種に関する一般的な相談の問合せ
【栗東市新型コロナワクチン接種コールセンター】

☎554-6159　受付時間9:00～ 17:00（平日のみ）
☎ 0570-059-550 （ナビダイヤル）
　受付時間 9:00 ～ 17:00（土・日・祝も対応）

■副反応などの専門的な相談
【滋賀県新型コロナワクチン専門相談窓口】

☎ 528-3588　受付時間　毎日24時間

新型コロナワクチン接種のお知らせ

問ワクチン接種推進室  
　☎ 554-6155 ＦＡＸ 554-6156　

　

栗東市
新型コロナワクチン集団接種会場
予約専用サイト

新型コロナワクチンと
季節性インフルエンザワクチンとの

接種間隔規定がなくなりました
　これまで新型コロナワクチンを接種す
る場合、他の予防接種との接種間隔を中
13 日以上開けなければなりませんでし
たが、季節性インフルエンザワクチンに
限り、接種間隔の規定が廃止され、同時
接種が可能になりました。
※実際に接種を受ける場合は、かかりつ

け医の指示にしたがって接種してくだ
さい

■４回目接種の対象者が拡大されました
これまで 60 歳以上の高齢者と 18 歳以上 60 歳未満

の基礎疾患等がある人に実施している４回目接種の対象
者について、医療従事者、高齢者施設等の従事者も対象
となりました。

接種を希望する人は下記コールセンターへ電話で接種
券の発行を申請してください。

詳細は市ホームページをご確認ください。

■集団接種会場（アル・プラザ栗東）での接種
国が定めるコロナワクチン接種の実施期間は、9月30日

までとなっていますが、国が実施期間を延長する方向で
調整しており、10月以降の接種については、国の方針が
決まり次第、市ホームページなどでお知らせします。

 

最新の情報は市ホームページをご覧ください。

■受診・相談センター
☎ 528-3621（毎日 24時間）
ＦＡＸ 528-3638
メ coronasoudan@shigaken.net

■一般相談窓口
☎ 528-3637（毎日 8:30 ～ 17:15）
ＦＡＸ 528-3638
メ coronasoudan@shigaken.net
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15 

「置き配」でのトラブルに注意‼
＜事例＞

ネット通販で本を注文した。置き配を希望したつも
りはないが、玄関前に置かれていたようで、配達され
た写真をサイトで確認した。しかし、数時間放置され
ていたため盗まれたのか、商品を受け取っていない。
＜アドバイス＞

玄関先などの指定した場所に置くことで配達を完了
する「置き配」は、誤配、盗難などのリスクがあります。
メリットとデメリットを理解して利用しましょう。
・ネットで商品を注文する際に、初期設定が置き配に

なっている場合があります。置き配を選択していな
いか注文前に確認しましょう。

・注文前に利用規約をよく読み、トラブルの際の補償、
連絡先を把握しておきましょう。

・宅配業者からの配達完了通知で到着を確認したら、
早めに引き取りましょう。

問自治振興課 消費生活相談窓口（相談無料）
9:15 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
☎ 551-0115 ＦＡＸ 551-0432（平日）
滋賀県消費生活センター（相談無料）
9:15 ～ 16:00 ☎ 0749-23-0999 （平日・土曜）

消 費 生 活 ア ド バ イ ス Next ! 栗東 っ子
どんな匂いがするのかやってみよう！

大宝幼稚園
ある日、保育室にあった紫陽花を見て、「これで

色水遊びがしたい」と言った A 君。花をすり潰し
て色を出そうとしていると、「何だか、きゅうりの
匂いがする」と新たな発見をしました。後日、「今
度は野菜でやってみる」と園で育てているピーマン
やなす、トマトの葉っぱをすり潰し、匂いを嗅いで
いました。すると、それぞれの野菜の匂いがしたの
です。クラスの友達にもその発見や感動を伝えてい
ました。

これは、ほんの一場面ですが、毎日子どもたち
は遊びをとおして「自立心」「思考力」「言葉によ
る伝え合い」「協同性」など、数値では計れない「非
認知能力」とよばれる力をつけ、学びを深めてい
ます。

これからも、園で
の生活や遊びからた
くさんの学びができ
るような保育環境作
りを目指していきま
す。

52

問幼児保育課 ☎ 551-0424 ＦＡＸ 551-0149

半
年
先
の
春
に
は
い
よ
い
よ
入
園

を
迎
え
る
と
思
う
と
、
そ
れ
ま
で
に

何
を
準
備
す
れ
ば
い
い
の
か
気
に
な

り
始
め
ま
す
。

「
入
園
準
備
」
と
言
っ
て
も
い
ろ
い

ろ
な
準
備
が
あ
り
ま
す
が
、
大
き
く

２
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
つ
は
、
帽
子
や
通
園
カ
バ
ン
な

ど
の
「
物
品
の
準
備
」
で
す
。

園
生
活
を
送
る
上
で
必
要
な
持
ち

物
な
ど
に
つ
い
て
は
、
各
園
の
入
園

説
明
会
の
資
料
や
入
園
案
内
に
詳
し

く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
園
に
よ
っ
て

必
要
な
物
は
そ
れ
ぞ
れ
な
の
で
、
入

園
に
間
に
合
う
よ
う
に
揃
え
ま
し
ょ

う
。子
ど
も
に
好
み
を
尋
ね
な
が
ら
、

相
談
し
合
い
一
緒
に
選
ぶ
と
、
子
ど

も
が
自
分
の
物
を
認
識
す
る
よ
う
に

な
り
、
園
で
も
友
だ
ち
の
物
と
見
分

け
や
す
く
な
り
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
衣
服
の
着
脱
や
ト

イ
レ
の
自
立
な
ど
の
「
生
活
面
の
準

備
」
で
す
。

子
ど
も
が
扱
い
や
す
い
ボ
タ
ン
や

フ
ァ
ス
ナ
ー
を
選
び
、
一
緒
に
着
脱

の
練
習
を
し
た
り
、
ト
イ
レ
で
で
き

る
回
数
を
少
し
ず
つ
増
や
し
た
り
、

自
分
で
食
事
を
し
た
り
し
な
が
ら
、

「
自
分
で
で
き
た
」
と
感
じ
ら
れ
る

よ
う
な
場
面
づ
く
り
を
意
識
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
入
園
ま
で
に
、
身
の
回

り
の
こ
と
が
自
分
で
で
き
る
よ
う
に

（
も
う
一
歩
で
で
き
そ
う
に
）
な
っ
て

い
る
と
、
ス
ム
ー
ズ
に
園
生
活
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
物
品
の
準
備
」
に
比
べ
「
生
活

面
の
準
備
」
は
、
生
活
の
繰
り
返
し

の
中
で
身
に
つ
く
た
め
、
練
習
期
間

や
慣
れ
る
た
め
の
期
間
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、「
〇
〇
す
る
と
で
き

る
ね
」
の
よ
う
な
肯
定
的
な
言
葉
か

け
や
、
時
に
は
「
で
き
る
ま
で
待
つ
」

と
い
う
よ
う
な
お
お
ら
か
な
関
わ
り

や
励
ま
し
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

入
園
ま
で
ま
だ
半
年
あ
り
ま
す
。

心
に
も
時
間
に
も
余
裕
を
も
っ
て
、

一
緒
に
楽
し
く
準
備
を
進
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

はぐくみ
通 信

入園に向けて

問地域子育て包括支援センター
　☎ 551-2370 ＦＡＸ 551-2330
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１. 樹齢推定約 200年の肩かえの松　
２. 種から育成中の後継木「二代目 肩

かえの松」
３. 令和３年３月に景観重要樹木に指定

本
市
に
は
、
樹
容
が
優
れ
て
い
る
巨

木
や
名
木
の
ほ
か
、
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
と
な
っ
て
い
る
も
の
、
地
域
住
民
に
親

し
ま
れ
憩
い
や
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る

も
の
な
ど
、
百
年
先
の
景
観
づ
く
り
を
実

現
す
る
上
で
重
要
な
要
素
と
な
る
樹
木
が

多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
樹
木
は
、
老
朽
化
や
所
有

者
の
代
替
わ
り
な
ど
に
伴
い
、
年
々
減
少

傾
向
に
あ
り
、
地
域
の
個
性
あ
る
景
観
が

失
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

「
景
観
重
要
樹
木
」
は
、
地
域
の
景
観

上
、
重
要
な
樹
木
を
景
観
法
に
基
づ
く
指

定
に
よ
り
、
地
域
の
個
性
あ
る
景
観
形
成

の
核
と
し
て
、
維
持
、
保
全
、
継
承
し
て

い
く
も
の
で
す
。

市
で
は
、
こ
の
指
定
に
合
わ
せ
て
、
所

有
者
（
管
理
者
）
と
協
定
を
結
び
、
樹
木

の
継
続
し
た
維
持
管
理
に
必
要
な
経
費
の

一
部
を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
切
な

景
観
資
源
の
保
全
と
周
辺
地
域
の
良
好
な

景
観
形
成
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

（
指
定
に
は
、
関
係
法
令
に
基
づ
く
条

件
に
該
当
す
る
こ
と
や
景
観
百
年
審
議
会

で
の
審
議
の
ほ
か
、
所
有
者
の
同
意
な
ど

が
必
要
で
す
。）

現
在
指
定
し
て
い
る
景
観
重
要
樹
木
　
　

肩
か
え
の
松
（
ク
ロ
マ
ツ
）　

栗
東
市
小
野
　
西
巖
寺
敷
地
内

樹
容
の
特
徴
　
　

肩
か
え
の
松
は
、
江
戸
時
代
に
荷
物

の
運
搬
な
ど
を
担
っ
て
い
た
人
た
ち
が
、

こ
の
松
の
下
で
休
憩
し
、
荷
物
を
担
う
肩

を
替
え
た
こ
と
が
名
前
の
由
来
と
言
い
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
海
道
沿
い
に
あ
り
、
歴
史
街
道
景

観
の
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
と
し
て
、
往
時
を

彷
彿
と
さ
せ
る
景
観
形
成
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
お
り
、
地
域
住
民
や
東
海
道

を
訪
れ
る
人
に
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

さしだす手　だれかじゃなくて　自分から
～2021年度 21世紀スローガンコンテスト 優秀賞作品～

１

すだじいの百年日記
～栗東景観よもやまばなし～

vol.49

すだじいの百年日記
～栗東景観よもやまばなし～

vol.52

すだじいの百年日記
～栗東景観よもやまばなし～

vol.49

「
景
観
重
要
樹
木
」
を

指
定
し
て
い
ま
す

2

3

問都市計画課 景観・まちづくり係
　☎ 551-0116 ＦＡＸ 552-7000
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馬のまち★栗東コラム

おもいやり　こまったときに　だいじょうぶ
～2021（令和３）年度人権啓発作品 標語の部 佳作作品～

中央競馬のクラシックレースと注目の競走馬
日本中央競馬会（ＪＲＡ）では、3歳GⅠ競走のうち

5つのレースを総じてクラシックレースと呼んでいます。
クラシックレースは皐月賞、東京優駿（日本ダービー）、
菊花賞そして牝馬のみ出走可能な桜花賞と優駿牝馬（オー
クス）で、これらは近代競馬発祥の地であるイギリスで
古くから行われているレースに倣って創設されました。

2020 年にはコントレイルが皐月賞・東京優駿 ( 日
本ダービー)・菊花賞を制し、牡馬3冠を達成しました。

デアリングタクトは桜花賞と優駿牝馬 ( オークス )、
またクラシックレースではありませんが、３歳牝馬限
定 G Ⅰの秋華賞を制して牝馬３冠を達成したことで
大きな話題を呼びました。

そのクラシックレースの中でも東京優駿 ( 日本ダー
ビー ) は「競馬の祭典」とも呼ばれ、その栄冠を勝ち
取ることはすべてのホースマンが憧れる最高の栄誉と
されています。

今年は栗東トレーニング・センター所属、友道康夫
厩舎のドウデュースが武豊騎手を背に第89回東京優
駿 (日本ダービー )を制し、7,522頭の頂点に立ちま
した。ドウデュースが次に目指すのは、秋にフランス

のパリロンシャン競馬場で行われる凱旋門賞です。
世界最高峰のこのレースには、これまで多くの日
本の競走馬が挑戦してきましたが一度も優勝する
ことができていません。ドウデュースのオーナー
である松島正昭氏は、武豊騎手の「凱旋門賞制覇」
という夢を応援するために馬主になった人で、そ
の物語にも注目が集まります。ドウデュースの今
後の活躍に期待しましょう。

問企業立地推進課 JRA連携係
( 協力：ＪＲＡ栗東トレーニング・センター )
☎ 551-0239 ＦＡＸ 551-0148

▲2022年 東京優駿(日本ダービー)  （ドウデュース号（栗東・友道康夫厩舎））

美味い！みごとな料理
上手い！たくみな技術
旨い！！くらしの知恵
馬！！！栗東といえば
など、まちの「うますぎ！」を紹介します。

 道の駅で食べる 栗東いちじく

道の駅では、栗東の特産物である新鮮な「栗東いちじく」
を販売しています。そのまま冷やして食べてもおいしい
ですが、栗東いちじくを使ったスイーツもおすすめです。

「栗東いちじく」を使用した冷たいデザートを紹介します。

道の駅「こんぜの里りっとう」
栗東いちじくソフトクリーム

栗東いちじくを練りこん
だ、ほんのり甘いソフトク
リームです。こんぜの里り
っとうは全国植樹祭会場跡
地の滋賀日産リーフの森（県
民の森）に隣接しています。
豊かな森林に囲まれた広場
で食べるとおいしさもアッ
プします。

道の駅「アグリの郷栗東」
栗東いちじくジェラート

アグリの郷栗東で作っている手づくりジ
ェラートは、栗東いちじくや地元産の季節
の農産物を練りこんだものなど 10 種類以上
あり、色々な味が楽しめます。なめらかで
コクのあるとろける口あたりが絶品です。

問農林課 農政係
☎ 551-0124 ＦＡＸ 551-0148
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歌
っ
て
、
踊
っ
て

親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

7
月
14
日
（
栗
東
市
民
体
育
館
）

栗
東
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
と
保
育
園
、幼
稚
園
、幼
児
園
、

ひ
だ
ま
り
の
家
、
児
童
館
が
協
働
で

行
う
子
育
て
支
援
事
業
の
つ
ど
い
の

広
場
を
開
催
し
ま
し
た
。

歌
あ
そ
び
作
家
の
音
楽
ユ
ニ
ッ

ト
「
ぽ
ん
ぴ
ん
ず
」
の
お
姉
さ
ん

た
ち
と
一
緒
に
、
未
就
園
の
子
ど

も
た
ち
が
、
ダ
ン
ス
、
ふ
れ
あ
い

遊
び
な
ど
を
楽
し
み
、
親
子
で
心

温
ま
る
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

く
り
ち
ゃ
ん
も

ワ
ク
チ
ン
接
種
呼
び
か
け

７
月
27
日
（
手
原
駅
・
栗
東
駅
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
若
い

世
代
に
も
接
種
し
て
も
ら
お
う
と
、

J
R
栗
東
駅
と
手
原
駅
改
札
前
で

街
頭
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

く
り
ち
ゃ
ん
も
お
手
伝
い
に
か

け
つ
け
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

接
種
が
ま
だ
の
人
は
、
自
身
の

健
康
と
家
族
や
友
人
を
守
る
た
め

に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

栗東市の出来事をお伝えします！

フォトニュース

自
分
ら
し
く
生
き
る

７
月
26
日
（
さ
き
ら
）

今
年
度
の
じ
ん
け
ん
セ
ミ
ナ
ー

の
講
師
は
、
男
性
と
し
て
生
ま
れ
女

性
と
し
て
生
き
る
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
弁
護
士
、仲
岡
し
ゅ
ん
さ
ん
。

「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」
と
い

う
枠
に
当
て
は
め
ら
れ
、
生
き
づ

ら
さ
を
感
じ
る
人
が
い
ま
す
。
そ

の
延
長
線
上
に
あ
る
L
G
B
T
や

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ

ィ
の
問
題
に
触
れ
、
誰
も
が
自
分

ら
し
く
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
い
う

仲
岡
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
会
場

に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

国
ス
ポ
・
障
ス
ポ

栗
東
市
準
備
委
員
会
が
設
立

７
月
27
日
（
さ
き
ら
）

令
和
７
年
に
滋
賀
県
で
開
催
さ

れ
る
第
79
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・

第
24
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
か
ら
の

参
画
を
得
て「
栗
東
市
準
備
委
員
会
」

が
設
立
。
本
市
で
は
、
正
式
競
技
の

レ
ス
リ
ン
グ
、
ゴ
ル
フ
、
公
開
競
技

の
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
ほ
か
３

種
目
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス

ポ
ー
ツ
を
実
施
し
ま
す
。

今
後
も
競
技
会
の
開
催
と
成
功
に

向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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掲載以外のニュースとともに、
より多くの写真が、ご覧いただけます。

◀栗東市ホームページフォトニュース

防
災
用
品
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

８
月
4
日
（
市
役
所
）

市
と
災
害
時
に
お
け
る
電
気
設

備
の
応
急
復
旧
の
応
援
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
て
い
る
滋
賀
県
電

気
工
事
工
業
組
合
か
ら
、
防
災
対

策
の
一
環
と
し
て
、
災
害
時
な
ど

で
使
用
す
る
デ
ィ
ス
ク
ボ
ー
ル

(

投
光
器)

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。

災
害
時
や
緊
急
時
な
ど
ま
ち
の

防
災
活
動
で
有
効
に
活
用
し
て
い

き
ま
す
。

親
子
で
お
菓
子
作
り
に

挑
戦
し
よ
う

８
月
２
日
（
ひ
だ
ま
り
の
家
）

く
る
み
と
白
豆
入
り
の
パ
ウ
ン

ド
ケ
ー
キ
と
パ
ン
ナ
コ
ッ
タ
の
作

り
方
を
松
川
瞳
さ
ん
か
ら
教
わ
る

親
子
お
菓
子
づ
く
り
教
室
。
混
ざ

り
具
合
や
固
さ
、
温
度
の
見
極
め

の
コ
ツ
を
わ
か
り
や
す
く
話
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
も
興
味
津
々
。

「
意
外
と
簡
単
」「
家
で
一
緒
に

作
れ
そ
う
」「
親
子
で
作
る
の
は
や

っ
ぱ
り
楽
し
か
っ
た
」
と
喜
び
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の

マ
イ
バ
ッ
グ

８
月
４
日
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
治
田
西
）

10
人
の
お
絵
描
き
が
大
好
き
な

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
夏
休

み
工
作
教
室
「
エ
コ
バ
ッ
グ
づ
く

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

白
い
キ
ャ
ン
バ
ス
生
地
に
思
い

思
い
の
絵
を
描
き
、
シ
ー
ル
で
飾

り
付
け
。

十
人
十
色
の
個
性
あ
ふ
れ
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ
グ
が
完
成
し
ま
し

た
。

誰
も
が
集
い
た
く
な
る

「
居
場
所
」
に

８
月
11
日
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
治
田
東
）

世
代
を
超
え
た
交
流
か
ら
、
各

地
域
の
さ
さ
え
あ
い
に
つ
な
げ
た

い
、
と
コ
ミ
セ
ン
支
援
グ
ル
ー
プ

わ
い
わ
い
が
開
催
し
た
「
わ
い
わ

い
サ
ロ
ン
」。

第
１
回
目
の
こ
の
日
は
フ
ラ
ワ

ー
ア
レ
ン
ジ
と
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
。

ス
タ
ッ
フ
自
ら
が
講
師
と
な
り
、

参
加
者
と
一
緒
に
つ
く
る
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
居
場
所
を
目
指
し
、
年

４
回
程
度
開
催
予
定
で
す
。
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栗東市公式 SNSからも
　　最新情報を
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問合せ…秘書広報課　TEL551-0641　FAX553-1280

「広報りっとう」は市内約27000戸に毎月直接配布しています。
お店や、教室などのPRにお役立てください。

広報りっとうに
広告を出しませんか？

広告料(１号１枠)　本文 30,000 円　
　　　　　　 お知らせ版 20,000 円（制作料を含みます）
規格　縦 55mm× 横 85mm、モノクロ
※詳細と空き状況は、市 HP でご確認ください

Youtube Facebook

◦人口 70,427人（+134）
◦男 　35,063人
◦女 　35,364人 
◦世帯29,366世帯（+65）
※（　）前月比

（
８
月
１
日
現
在
）　

人
口
デ
ー
タ

表具師として人に寄り添う

ふるさと納税返礼品のミニ色紙。
四季折々の草花などが優しい雰
囲気で描かれている。
( 左上 ) 本紙や裂地を補強する裏
打ち作業。素早く均等に糊を塗る
熟練の技。
( 左下 ) 高野山恵光院のふすま絵
の補彩。古い絵の風合いを残し、
自然に仕上がるよう色を乗せる。

が
け
な
い
発
見
が
あ
り
、
製
作
の
ア
イ
デ

ア
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
今
後
の
活
動
は
？

　
ふ
す
ま
や
掛
け
軸
と
い
う
と
高
価
な
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
、
店
に
は
気
軽
に
入
り
に

く
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
現
代
建
築
で
も
表
具

を
身
近
に
楽
し
め
る
よ
う
な
し
つ
ら
え

を
提
案
し
て
い
ま
す
。
信
頼
さ
れ
る
表

具
店
を
目
指
し
て
、
来
て
く
だ
さ
っ
た

お
客
さ
ま
と
の
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、

明
る
く
、
表
具
と
い
う
文
化
を
発
展
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昔
か
ら
伝
わ
る
ふ
す
ま
や
掛
け
軸
な
ど

す
べ
て
が
一
点
も
の
の
作
品
な
の
で
、

筆
を
入
れ
る
時
は
息
を
止
め
て
い
る
こ

と
も
多
く
、
と
て
も
緊
張
し
ま
す
。

■
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

喜
之
さ
ん
：
お
客
さ
ま
と
一
緒
に
裂き

れ
じ地

を
選
び
、
材
料
を
見
極
め
、
伝
統
的
な

技
術
で
修
復
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

作
品
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
長
い
年

月
を
経
て
も
良
い
状
態
で
保
存
で
き
る

の
で
、
何
年
も
経
た
先
に
ま
た
依
頼
が

あ
る
と
、
信
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
実
感
で
き
ま
す
ね
。

理
絵
さ
ん
：
こ
こ
で
た
く
さ
ん
の
人
と

出
会
い
、
表
具
の
歴
史
や
魅
力
を
伝
え

て
い
ま
す
。
裂
地
を
使
う
簡
単
な
も
の

づ
く
り
を
と
お
し
た
交
流
も
楽
し
い
で

す
。
皆
さ
ん
の
自
由
な
発
想
に
は
思
い

旧東海道沿いの六地蔵に位置する「古梅堂 磯貝
表具店」の４代目が喜之さん、５代目が娘の理
絵さん。昔ながらの技術や材料(和紙や表装裂

きれ

)
を使い、掛け軸、額、衝立の仕立てや修復、ふす
まの仕立てや張替え、障子の張替えなどを行う。
それぞれ京都の老舗表具店で修業した後、特技
を生かしながら、ともに家業を引き継ぐ。

磯貝 喜之さん ( 写真右・69 歳 )
磯貝 理絵さん ( 写真左・38 歳 )

　
明
治
前
期
か
ら
約

140
年
の
歴
史
を
も

つ
「
古
梅
堂 

磯
貝
表
具
店
」。

「
自
分
の
思
い
描
く
空
間
を
作
り
た

い
」
と
、
４
年
前
に
新
設
さ
れ
た
ギ
ャ

ラ
リ
ー
兼
店
舗
か
ら
、
表
具
師
と
し
て

伝
統
を
受
け
継
い
で
き
た
親
子
2
人
の

新
た
な
挑
戦
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

■
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
生
か
し
て

喜
之
さ
ん
：
ふ
す
ま
や
掛
け
軸
の
修
復

は
元
気
な
う
ち
は
私
の
仕
事
で
す
。
壁

に
和
紙
を
張
る
壁
装
な
ど
大
が
か
り
な

作
業
は
、
２
人
で
協
力
し
な
が
ら
作
業

を
し
て
い
ま
す
。
お
寺
な
ど
で
の
施
工

が
あ
る
と
、
後
日
家
族
で
見
に
出
か
け

る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

理
絵
さ
ん
：
大
学
時
代
に
日
本
画
を
専

攻
し
て
い
た
の
で
、
古
い
絵
画
を
修
復

す
る
「
補
彩
」
を
得
意
と
し
て
い
ま
す
。
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